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城
の
あ
る
許
斐
山
（
宗
像
市
王
丸
、
福

津
市
八
並
）
は
、
旧
宗
像
郡
の
中
央
部
に

位
置
す
る
独
立
し
た
山
塊
で
あ
り
、
南

山
麓
に
は
博
多
と
芦
屋
を
結
ぶ
江
戸
時

代
の
唐
津
街
道
も
走
る
要
衝
で
す
。
十

六
世
紀
後
半
、
宗
像
氏
と
戦
国
大
友
氏

と
の
戦
い
の
多
く
は
当
城
を
巡
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

許
斐
岳
城
は
、
宗
像
氏
が
本
城
と
し

た
岳
山
（
蔦
岳
）
城
に
迫
る
総
面
積
約
九

千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
曲
輪

く

る

わ

群
（
駐
屯
空
間
）
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
曲
輪
に
繋
が
る
尾
根
は
、
連
続
堀

切
や
長
大
な
空
堀
を
設
置
し
外
部
か
ら

の
進
入
を
阻
む
堅
固
な
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
城
の
用
水
池
と
伝
承
の

あ
る
金
魚
池
周
辺
に
は
、
長
大
な
空
堀

と
と
も
に
横
矢
掛
（
側
面
射
撃
を
可
能

に
す
る
塁
線
の
折
れ
）
の
構
造
も
み
る 

     こ
と
が
で
き
ま
す
。 

許
斐
岳
城
が
堅
固
な
構
造
で
大
規
模

化
し
た
背
景
に
は
、
当
城
が
、
宗
像
氏
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
防
衛
拠
点
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
在
城
者
も
、
許

斐
氏
等
の
近
隣
の
有
力
家
臣
だ
け
で
な

く
、
上
八
村

こ
う
じ
ょ
う

郷
衆
の
占
部
氏
を
は
じ
め

と
し
て
領
内
各
地
か
ら
動
員
さ
れ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
「
宗
像
社
第
一
宮
御
宝
殿
置

札
」（
中
世 

五
二
〇
の
一
）
に
は
、
永

禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
か
ら
始
ま
る
戦

国
大
名
毛
利
氏
の
九
州
侵
攻
に
お
い

て
、
毛
利
氏
の
部
将
小
笠
原
兵
部
大
輔

が
当
城
に
在
城
し
た
と
記
述
さ
れ
て
お

り
、
毛
利
氏
が
当
城
を
筑
前
侵
攻
の
拠

点
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ

ま
す
。
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
年
未
詳

七
月
十
一
日
付
毛
利
輝
元
・
元
就
連
署

書
状
（
中
世 

五
一
五
）
か
ら
は
、
毛
利

氏
の
指
示
で
普
請
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
当
城
が
大
規
模
化
し
た

背
景
に
は
毛
利
氏
の
関
与
も
考
え
ら
れ

ま
す
。 

    

ま
た
、
当
城
に
係
る
史
料
か
ら
は
、
不

明
な
部
分
が
多
い
当
時
の
城
の
様
相
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
永
禄
二

（
一
五
五
九
）
年
大
友
氏
の
後
援
を
得
た

宗
像
氏
の
一
族
鎮
氏
の
侵
攻
に
よ
り
大

島
に
避
難
し
た
宗
像
社
最
後
の
大
宮
司

氏
貞
は
、
翌
三
年
三
月
二
十
八
日
、
大
島

を
出
て
大
友
勢
の
占
領
す
る
許
斐
岳
城

を
夜
襲
し
落
城
さ
せ
ま
す
。
こ
の
戦
い

の
功
績
を
賞
す
る
文
書
に
は
、
戦
闘
の

場
所
が
「
詰
丸
」
（
宗
像
氏
貞
感
状
写 

中
世 

四
一
四
の
二
・
三
）
或
い
は
、「
甲

丸
」
（
毛
利
隆
元
・
元
就
連
署
感
状
写 

中
世 

四
一
四
の
四
・
五
）
と
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
呼
称
は
異
な
る
も
の
の
、
い

ず
れ
も
城
内
で
最
も
重
要
な
区
画
で
あ

る
「
本
丸
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。「
本
丸
」
の
呼
称
は
近
世
以
降
定

着
し
た
と
考
え
ら
れ
、
中
世
に
お
い
て

は
各
地
域
に
お
い
て
そ
の
呼
称
が
異
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

                         

 

許
斐
岳
城
に
み
る
戦
国
時
代
の
山
城
の
様
相 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
中
世
部
会
か
ら
～ 

許斐岳城遠景（岳山城より） 

許
斐
岳
城
の
立
地
と
構
造 

戦
国
期
の
山
城
の
様
相 

（
城
内
の
区
画
を
示
す
「
丸
」・
城
中
の
作
法
） 
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さ
ら
に
、「
宗
像
記
」（
第
七 

占
部
尚

持
没
落
、
并
氏
貞
嶽
山
開
城
之
事 

中

世 
四
一
四
の
七
）
か
ら
は
、
当
時
の
城

の
規
則
や
警
備
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
「
城
中
の
作
法
に
は
、

門
木
戸
を
酉
の
刻
（
午
後
六
時
頃
）
よ
り

鑰か
ぎ

を
お
ろ
し
、
其
鑰
ど
も
を
取
上
、
朝
の

卯
の
刻
（
午
前
六
時
頃
）
に
鑰
を
出
し

て
、
門
戸
を
開
く
、
其
上
夜
廻
り
の
武

士
、
所
々
番
人
し
ば
ら
く
も
怠
り
な
か

り
け
れ
ば
、
中
々
左
右
な
く
窺
ひ
よ
る

べ
き
様
な
く
ぞ
見
え
た
り
け
る
」
と
あ

り
、
城
の
門
限
の
規
定
や
城
門
の
鍵
が

厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
様
子
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
永
禄
三
年
の
氏
貞

に
よ
る
許
斐
岳
城
の
奪
回
が
夜
襲
に
よ

り
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
最
も
危
険
な
時

間
帯
で
あ
る
夜
間
に
も
警
備
の
た
め
要

所
に
番
人
が
配
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、

武
装
し
た
兵
士
に
よ
る
巡
回
が
行
わ
れ

て
お
り
、
夜
通
し
厳
重
な
警
備
が
行
わ

れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

※
（
中
世 

№
）：
宗
像
市
史
編
纂
委
員
会

『
宗
像
市
史
』
史
料
編 

第
二
巻 

中
世 

、

宗
像
市
、
一
九
九
六
年 

 

（
中
世
部
会 

藤
野
正
人
） 

 
 

             

許斐岳城縄張り図（藤野正人作成） 
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